実習の振りかえり（H24年5月7日～ 5月25日）

滋賀医科大学　実習生　O.Y.　
■　５月７日 (月曜日)　　1日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	オリエンテーション
	米原往診
講演会
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	いぶきの施設内、各診療所を案内していただいた。
中村先生の往診見学。
市議会議員の方に対する講演会に参加。
	とくになし。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	米原市に病院がないことを初めて知り、驚いた。畑野先生を中心としてスタッフの方々が協力して医療に取り組んでおられるのが感じられた。
	入浴、リハビリなど医療以外の業務を見たい。


· ５月８日 (火曜日)　　2日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問入浴
	訪問リハビリ
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問入浴の手伝い。バイタル測定。
訪問リハビリの手伝い。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	訪問入浴で、風呂と湯をまるごと持って行くのに驚いた。寝たきりでも風呂に入れてもらえるので、非常にありがたいサービスだと思う。体を洗うと同時に患者の体の状態をよく見ておられた。最も患者に触れる職種だと感じた。
訪問リハビリでは４０分かけて身体のケアを行った。声かけを非常に積極的にされているのが印象的だった。
	


■５月９日 (水曜日)　　３日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	外来リハビリ
	板並・大久保
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	外来リハビリの見学。
板並・大久保診療所にて、診察見学。
	外来リハビリの際、患者さんへの声かけが足らなかった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	デイサービス、外来、入所の患者が一つの場所でリハビリを行うのはあまりないとのこと。
先生はいぶきでの業務以外に診療所や往診、他の心療内科での診察など多くの仕事をされているようだが、お話を聞くとそれらはすべて地域のためにという気持ちが根底にあることを感じる。
	


■５月１０日 (木曜日)　　４日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	老健
	往診（中村先生）
	カンファレンス


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ショート入所の方々と話す。
嚥下体操に参加。
中村先生の往診見学。
市の職員、ケアマネ、医師、ＯＴによるカンファレンスに参加。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	老健では１日に７，８人の方が入れ替わり、３０床をシェアしている。介護をする家族の負担を減らすことで、在宅療養を可能にしている。地域貢献の仕方にもいろいろあるのだな、と感じた。
先生方は、講演会やカンファレンスなど行政の人とも頻繁に話をされている。地域のために、本当にいろんな方とコミュニケーションをとっておられるのだと実感した。
	伊吹山登山。


■５月１１日 (金曜日)　　５日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	デーケア
	デーケア
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	利用者の送迎。
利用者の方と会話。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	私の祖父は歩行が難しく、一人暮らしも困難なので現在施設に入居している。両親は介護に対して関心がなく、介護はしたくないし自分達もされたくないという考えである。その影響で私もそんなものかな、と考えている。しかしここいぶきに研修にきてからは、自分の家庭とは異なる介護に対する考え方を知り、介護のとらえ方が変わったと思う。
	


■５月１４日 (月曜日)　　６日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	ひだまり
	ひだまり
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	利用者の方と会話や体操などをして共に過ごす。
	認知症の方とのコミュニケーションがうまくとれない。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	昨日に引き続き、デーケアに来られた方と同じ空間で同じことをして過ごさせていただいた。祖父に会いに行かなくてはと思った。
	


■５月１５日 (火曜日)　　７日目
	午前
	午後
	夕方～夜

	薬局・栄養
	近江往診（島崎先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	薬剤師と栄養士の業務の説明を聞く。
島崎先生の往診についていく。
	血圧測定も満足にできず情けなかった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	「患者中心の医療」ときくと、きれいごとのような印象をもってしまいがちだが、疾患だけでなく、患者本人や家族が何を望むか、どのように疾患を理解しているか、を読み取ってそれに合わせて対応を臨機応変に変えていくことが大切なのだということを経験として理解できた気がする。
	


■５月１６日 (水曜日)　　８日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問入浴
	往診（畑野先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問入浴の手伝い。バイタル測定。

往診の見学。バイタル測定。
採血、筋肉注射。
	聴診器で呼吸音が聞こえない。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	１年間の学内実習を終えているにもかかわらず、診察技術があまりにも乏しいことを痛感した。手技は働いてからでいいと聞くが、血圧ぐらいは当り前に測ることができないといけない。採血、筋肉注射をさせていただいた。どちらも初めての経験ではないが、どうすればよいか常に指示を仰ぐ状態であった。一度経験したことはある程度自分で分かるようにしなければ、と思う。
	


■５月１７日 (木曜日)　　９日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問介護
	往診（臼井先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	バイタル測定。
利用者との会話。
	臼井先生に貸していただいた聴診器で呼吸音聞くも、すっきり聞こえたとは言えない。もし異常な音があっても認識できたかどうか、不安だった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	聴診というのはある程度儀式的なところもある、と畑野先生はおっしゃっていたが、もしラ音があれば認識できるから言えることで、自分が言えることではない。聴診はみんなが見ている中で行うので、あまり聞こえなくてもつい聞こえたふりをしてしまう自分がいた。呼吸器の異常がある方を診る機会があれば、じっくり聞かせていただかなければと思った。
	呼吸音について。


■５月１８日 (金曜日)　　１０日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	居宅
	老健（入浴）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ケアマネージャーの業務説明と見学。
入浴介助と会話。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	介護保険制度は平成１２年にはじまった。保険者は市区町村で、４０（４５？）歳以上に加入義務がある。介護保険を申請するには医師の意見書が必要。それをもとに市区町村が介護度を認定し、ケアマネージャーがケアプランを作成する。デイケア、ショートステイ、訪問介護、入浴などの調整や、どの施設にお願いするかも利用者の希望や介護度を考慮して検討する。なにか変化があればその都度訪問するが、最低でも月に1度は訪問して変わりないか、希望はないか伺う。医師よりも利用者の生活をよく知ることができ、また身近な存在なので他職種と情報交換して情報を共有することが大事である。
利用者の身体を洗わせていただいた。しんどい方は「もうええ！」と怒り、調子のいい方は「すまんな、ありがとう。」と何度も言ってくださる。体が健康なのは本当に大事だなと思う。
	


■５月２１日 (月曜日)　　１１日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	米原診療所
	往診（中村先生）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	診察の見学。

	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	米原診療所と近江診療所とでは患者層が違っているとのこと。自分では感じられなかった。
	


■５月２２日 (火曜日)　　１２日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問看護
	老健（ホール）
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	処置補助

利用者と会話
	老健で半日利用者の方々とお話させていただいたが、スタッフの方曰く、たぶんあまり聞こえていなかったとのこと。自分としては顔を近づけたり、大きい声で話していたつもりだっただけにショックだった。大勢の方々と一緒に話をしたり、絵合わせをしたが、一度名前を聞いても覚えることができず、また聞くのも失礼かと思ってできなかった。やはり名前で呼びかけることがコミュニケーションを取る上で大事だと思う。人の名前を覚えるのが苦手なところは直さなければいけないと思う。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	
	


■５月２３日 (水曜日)　　１３日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	伊吹山登山
	伊吹山登山
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	伊吹山登山。
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	伊吹山はもっとなだらかだと思っていたが、意外に急でとまどった。太陽も照って暑かったが、山頂に着くと冷たい風に容赦なく吹きつけられて驚くほど一気に寒くなった。山頂はいい感じに整備されていたが、寒いのでそれどころではなかった。山小屋で畑野先生の名前を出すとコーヒーを一杯サービスしてくれた。下山時にヘビと遭遇するハプニングがあり、楽しめた。予想以上に疲労がたまっているが、この機会に伊吹山に登れてよっかたと思う。
	


■５月２４日 (木曜日)　　１４日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	ほほえみ
	ほほえみ
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	利用者と交流
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	前の反省を生かし、名前を覚えてよびかけることを心掛けた。他のデイケア施設より認知機能の保たれている方が多いような印象だったが、それを言うとスタッフの方は意外そうだった。トランプや坊主めくりなどのレクリエーションを積極的に取り入れておられ、昼ご飯を食べてから手持ち無沙汰になる時間が少なかったと思う。それも利用者に比べてスタッフの数が多いことから可能なんだと感じた。
	


■５月２５日 (金曜日)　　１５日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	認定こども園
文化資料館　春照
名水百選　大清水
	鳥喜多

長浜黒壁
	

	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	認定こども園、文化資料館見学
観光
	

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	認定こども園という存在をはじめて知った。スタッフの方は、昔に比べて子供の発達の遅さが目立ってきていることを強調しておられた。箸をもてなかったり、おむつがとれなかったりなど。少しの時間だったが、子供がかわいすぎて癒された。

文化資料館は、スタッフの和夫さんという方にすみずみまで（倉庫の中まで）説明していただいた。自分としては興味のある話だったので写真をとったりして楽しんでいたが、他のスタッフの方は気をつかって僕を早く帰らそうとしてくださっていた。帰るときには資料を山のようにもたせてくださった。ありがたかった。
大清水は予想外に人でにぎわっていた。みなさんタンクのようなものに大量にくんでおられた。米とか炊いたらおいしいよ、と言っていた。僕も帰りに汲んで帰ろうと思う。
鳥喜多本館は修学旅行生で外まで並んでいたので別館に行った。おいしかったが、さりとて親子丼だと思った。黒壁ではおみやげを買いつつぶらぶら散策した。また機会があればゆっくり来てみたいと思う。
	


最後に
百聞は一見に如かずと言いますが、この３週間で地域医療に対するイメージがぼくの中では大きく変わったように思います。まずこんなに多くの高齢者がいらっしゃる事実に純粋に驚かされました。しかしこれからは少子高齢化がどんどんすすみ、数十年後には日本全国でこのような状況になる。いぶきは数十年後の日本の縮図なのだ、という畑野先生のお言葉になるほどと納得させられました。そして医師、看護師、ＯＴ・ＰＴ、介護士、ケアマネージャーなどが、人手の足りない状況でもチームとして協力しながらこういった高齢者のケアを続けておられる。本当の意味で地域を支えておられるのだと思いました。短い間ではありましたが、そのお仕事に同行することができて本当に貴重な経験になったと感じています。
最後になりますが畑野先生、中村先生、臼井先生、島崎先生、ならびにスタッフの皆さん、３週間本当にお世話になりました。また機会がございましたらご指導の方よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
指導医より

O.Y.君、3週間にわたる地域医療実習、お疲れ様でした。新緑の伊吹山とともにやってきて、緑の濃くなる頃に大学に帰っていく、すがすがしい時期に来ていただけたこと、ありがたく思います。半日ずつのパートを様々な部署でこなしていくというプログラムとなり、何のためにこんな実習をしているんだろうかと疑問に思われたこともあるかと思います。患者さんの身になって考えること、他職種の身になって考えることを学んでもらえたのではないでしょうか。
　また、気がついている通り、都会と田舎とは違うという考え方もできますが、高齢化社会は今まさに都会においても直面している大きな課題です。大学病院や大病院に行くことのできる高齢者はわずかで、大多数は自宅の近くの医療機関でフォローされています。これから医師になって社会に出ていくとき、いぶきの現状は必ず役に立つかと思います。

　20～30年後、私たち40代の人間は、社会の第一線からは身を引き、医療や介護のお世話になっている可能性が高く、今の研修医さんや学生さんが社会の中心になっていることでしょう。自分たちが安心して次世代にバトンを渡せるよう、今の若者に大変期待しています。よい医師となって活躍していただけることを心から祈っています。
　実習プログラムを作成してくれた中村先生、また指導をしてくれたいぶきのスタッフ、近江診療所、米原社協、ほほえみ、ひだまりの皆さんに感謝します。　　　　畑野
